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出典 内閣府 我が国におけるデジタルアーカイブ推進の方向性より

＼国が「デジタルアーカイブ化」を推進／

多様な活用化

3Dデジタル技術の進歩によりスマホで
3Dモデル作成が可能

Googleマイマップ
スマホで3Dモデリング

1.目的

「住民参加型」でつくる
デジタルアーカイブ

文化財
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文化財保護の課題

• 文化財はその土地の歴史や文化などを伝える重要なもの。
• 定期的 修繕 手入  行 必要    
しかし・・・
• 少子高齢化の影響もあり保護・継承がむずかしくなっている。
• 文化財          化 行政 専門家 行          
• 専門家・技術者の減少

電子     化 住民参加型 問題を解決する

• 電子データとして半永久的に現状の保存が可能
• 災害 悪戯   破損    場合 修復 参考資料   活用可能
• 3D         公開 通  多  人 見       可能
• 継続的 作成      修復活動 経過   効果 検証可能

電子アーカイブのメリット

   豪雨 土砂崩  劣化 
どの被害で倒壊したものも多い
→貴重な文献を失った可能性

1.目的
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対象文化財の紹介

井戸平左衛門
井戸正明公
江戸時代 大森代官
享保 大飢饉 際 幕府 許可 待  年貢 減免 年貢米 放出 
私財 投入   行   
         種   移入 行 飢饉 救  
今でも「芋代官」「芋殿様」とたたえられている。

 井戸平左衛門 石見銀山 笠岡市        引用

頌徳碑（偉人や先覚者などの徳をほめたたえる文章を刻んだ碑のこと）

大田市 ９７基 江津市 ８１基 浜田市 １７３基
益田市 ２０基 美郷町 ２５基 川本町 ３１基
邑南町 ２７基 津和野町 １基 出雲市 ７基
松江市 ３８基 隠岐 １６基 県 外 １７基

一人の代官のためにここまで多くの頌徳碑が建てられるのは珍しい

1.目的
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期待される研究成果

• 市民（学生） 文化財           対      興味 持          

参加          心理的変化 生     把握           結果 基  

今後の展開を検討するための情報   有効利用    

• 学生がIT技術に興味をもつきっかけになる（手軽に電子アーカイブ化ができることに気づく

   技術者不足 解消     可能性）

• この活動で頌徳碑に興味を持ってくれた人が定期的 手入  行     可能性

• デジタルアーカイブの多様な活用化 見込  

• 住民参加型      専門家 委託      抑              作成 

きる、というひとつの実績を残せる→他自治体への横展開が期待できる

1.目的
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研究 具体的 流 
2.方法

「いも代官頌徳碑533基全覧」に掲載されている位置情報からデータ化し、マップに位置を表示
（Googleマイマップ）

（1）いも代官マップの作成

（2）頌徳碑のスキャン⇒マップ埋込（10 20基）

（3）参加住民  説明資料作成 検討

体験イベントの計画・周知・実施

（4）振り返り

   3D    ⇒   表示   一連 流           内容  興味 持       
かを検討する。

（5）今後の課題と展望

3Dスキャンの手順を実際に現地でレクチャーしながら、3Dスキャンを体験してもらうイベントを
計画・実施する。

まずはプロジェクトメンバーのみで実施。
使用    Scaniverse 3D閲覧 sketchfab
マップやデータの共有ドライブとして、Googleドライブを使用

⇒47基スキャン・マップ埋込み済（2023.12時点）

スキャンレクチャー動画・アンケート・体験イベントチラシの作成・配布
⇒対象 島根県立大学 浜田商業高校 学生（2024.1.13実施

2024.2時点の3Dスキャン数

参加者を募る活動（イベントや各周知）の振り返り→結果を踏まえた考察

  代官    今後  管理     
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いも代官3Dマップ
2.方法

3Dスキャン・モデル化済み
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2.方法
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3Dスキャン体験イベント実施（2024.1.13 熱田町福恩寺）

浜商生 5名 県大生 4名 計9名が参加 浜田市No.36の頌徳碑をみんなでスキャン
福恩寺住職からいも代官頌徳碑の歴史についても講話いただいた。

2.方法
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     SNS  呼   （石見     Facebook、中国新聞・山陰中央新報他）
2.方法

笠岡市在住 岩村様  
参加したいとの連絡あり
→笠岡市全4基      
引き受けて下さった。

文字明瞭化 画像（   拓本） 提供        



体験イベントアンケート結果 （浜商生 5名 県大生 4名 計9名）

①あなたはスマホで3Dスキャン→3Dモデルが作れることを
知        

②実際にiPhoneで3D                

③今後  技術         使         
・人物を撮ってみたい
・近くにある石像
・経過ごとに変わるものをスキャンしたい
・弟をスキャンしたい
・魚をスキャンしたい
 車
・氷
・人のストップモーションごとに撮影してフィギュアを作りたい

④あなたは「いも代官の石碑（頌徳碑）」の存在を知って
      

⑤いも代官3Dマップの取組みについて、あなたの感想をお
聞かせください。
・一人だと難しくてもみんなでやれば早くできると思った
    良  思  
     石碑     残      簡単 見      
  良 取 組   思  
・自分も参加したくなった
・僕は頌徳碑を知らなかったから、みんなに知らせるいい機会
だなと思った
・いも代官に興味がある人にとって、3Dモデルと場所がリンクし
たマップは有用だと思った
・スマホで3Dモデルが作れることを知り、思っていたよりも難し
かったですがまた色々活用したい
 533基       量      地域住民 協力    
地域住民 保存       意識 定着     深 地域
住民 自分 住     知             思 

3.結果
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アンケート結果
①文化財保護に関心はありますか ②本研究の取組みに関心はありますか

③本研究の取組みに参加したいと思いますか

（浜商生 56名 県大生 91名 計147名）

3.結果
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BWS     作成 伊藤准教授 西山



BWSアンケート結果

関心はない
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1. データを提供した頌徳碑のウェブマップの位置に、データ提供者の名前を掲載

2. プロジェクト貢献ランキングのウェブ上での公開(誰でも閲覧可能)
*ポイント制を設け、データの提供数に応じてポイントを加算し、その合計値の高い人の名前とポイントを公開

3. 提供された頌徳碑を３D プリンターで印刷した模型を、データ提供者にプレゼント(一箇所につき、一つ)

4. 石見銀山 坑道空間 熟成       (L サイズ)をプレゼント(一箇所につき一本)

5. 島根県知事   保全協力 関  表彰状 授与(郵送)

6. 大田市大森地区でのツボ焼きイモ作り体験会(参加費無料)

7. ３D    提供者    交流会招待券(1 回/年)

いも代官頌徳碑の3Dスキャンについて、最 協力    思 仕組 （   ） 
最 協力     仕組 （    ）を選んでください

ベスト1

ベスト2

ワースト1

ワースト2

3.結果
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（浜商生 56名 県大生 91名 計147名） BWS     作成 伊藤准教授 西山

BWSアンケート結果

やや関心がある
48％

関心がある
21％

外発的

内発的

・石見銀山の坑道空間で熟成したサツマイモをプレゼント

・提供された頌徳碑を３D プリンターで印刷した模型を、
データ提供者にプレゼント

・大田市大森地区でのツボ焼きイモ作り体験会(参加費無料)

・島根県知事からの保全協力に関する表彰状の授与(郵送) 

・プロジェクト貢献ランキングのウェブ上での公開(誰でも閲覧可能)

・データを提供した頌徳碑のウェブマップの位置に、
データ提供者の名前を掲載

・３D モデル提供者たちとの交流会招待券(1 回/年)

社会的
承認欲求

報酬

所属先の
創出

短期的

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
持
続
性

⾧期的

動
機
付
け

内発的な動機によって参加する人が増えるほど、
プロジェクトの持続性が高い

 

3.結果
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BWS     作成 伊藤准教授 西山



     結果  見      

・高校生がいも代官自体の存在を認知していない可能性もある。
地元の文化財について、学校や地域で学ぶ機会をもっと作るべきだと思う。

 県大生 高校生 比  関心 高 傾向    （協力   ＝48％）

・動機付けについて
内発的な動機付けについては、本人の意思に左右されるため、強制はできない。
例   体験            作     興味   場合    
「何かのために動く」のではなく、「自らが動きたくなる」    価値 魅力 
地域全体で発信していくことが重要。

4.考察
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当初の課題と振り返り

課題①地域の皆さんに参加してもらう（したくなる）環境づくりとは
     性 地域  貢献     技術 習得 新  趣味 発見

 体験イベントを実施したことは大きな成果となった。
地域の文化財を自分達で守るという意識や、最新のデジタル技術の知識 また、地域との繋がりの
大切 についても学んでもらえたのではないかと思う。
この体験が今後のプロジェクト参加に繋がる可能性も十分あると感じている。
また、SNS周知で興味を持っていただき、プロジェクトに参加してくださった方もいた。これは大きな一歩で
あった。

課題②分     資料作 
レクチャー動画の作成、文化財保護の重要性

 実際にスマホでスキャンしている動画を配布することで、事前にイメージでき、参加しやすい
環境が作れた。
一方  実際      体験      意外 難        意見    フォロー体制も
今後考えなければいけないと感じている。

課題③住民参加型 取 組 意義   伝      
地元       結束（地元 大切 文化財 地元住民 守  ）

 まずは地域 文化財保護 重要性 広 告知       重要（行政 教育機関 地域団体）
    結束力 生   個々 取組  重要性 気付  思    

4.考察



4.考察（別視点） QGIS 見 いも代官マップ 数値地図25000（土地条件）

土地条件図からは、主に山地斜面 低地(氾濫原 旧河道  
の水に関わる土地)との境界、台地上などにあることが多い。

まれに低地に存在するが、航空写真などをさらに重ね合わせると
周囲 住宅   見受       自然堤防上    
旧跡に多く言えることだが、災害の目印的役割も担っていることが
考えられる。
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5.今後の課題と展望

永続的にデジタルアーカイブを維持できる仕組みづくり
電子    管理 更新 誰        …

①大田市いも代官ミュージアムにこのプロジェクトの取組みを共有する
 ミュージアムに訪れた人たちに参加を呼びかけるなどして、活動の幅を広げる。

②教育機関（中学校・高校・大学）での展開
 碑銘 建立年        GIS     重 合     新  発見 可能性

③その他、文化財保護・3Dスキャン 両観点から興味を持ってもらえる団体への呼びかけ

※現時点           3D閲覧Skethfab（無料版） 対応      
ダウンロード可能なモデルは無制限に公開可能

現時点（2024.3.2）のスキャン数・・・・・206基
（浜田市 笠岡市 西 島町 知夫里村        ）
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